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最終目標

成果・進捗概要

• 総合的な高度解析計測に基づく電極性能発現及び劣化機構の解明
• 劣化機構に基づきプラント引渡し価格３０円／Ｎｍ3に資する電解槽設計指針及び水素製造システムの提案

令和2年度中間目標である変動する再生可能エネルギーに対する劣化メカニズムの解明を行い、劣化等を規定する因子を
見出すとともに、材料・セルに関する試験法や設計に関わる要素技術の開発は順調に進んでおり指針原案の目途が立ち、産
業界との情報共有の仕組みも確立

• IEA AFC-TCP ANNEX30の標準セルと同等性能で国内調達可能、スループットが高い評価試験がセルの技術情
報を開示

• 電解槽停止時の電位変動挙動の計測結果をもとにした起動停止劣化評価モデルを提案
• 燃料電池の実用化に大きく貢献した物質移動の可視化/観察技術を水電解の物質移動の分野に取り込んで世界

最高レベルの時間及び空間分解能でガス発生電極を観測、解析
• 放射光を用いたガス発生電極のoperando計測で計測を妨害する気泡除去システムを世界最大レベルの電流密度

での計測および電流変動等の過渡現象解析計測技術の開発
• 電解槽の動的特性をパラメーターとしたP2Gシステムの最適化アルゴリズムを開発

今後の取り組み

• 個々の活性評価結果や劣化評価結果を体系化 ⇒ 設計手法のガイドライン策定
• 再エネ変動対応水電解システム/再エネ変動吸収P2Gの設計指針提案



再生可能電力を用いた高効率・コストミニマムのP2Gシステム、その電解槽および
使用材料を開発するガイドライン共通評価法や開発手法を提案
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経済要因

地政学的要因

水素製造システム

•機能発現機構モデル
•劣化機構モデル
•試験法標準化
•電解槽シミュレーター

技術的要因

•システムモ
デル/シミュ
レーター

•再エネの変動性
•規模
•電力/水素出etc.

• 材料データ
ライブラリ

システムに最
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電解槽仕様

•電源/電解槽/蓄電池の容量比
•制御アルゴリズム
•システム機器仕様

電解槽
基本仕様

電解槽基本仕様に適合した
材料・電解槽の選定・開発手法

立地条件に適合した高効率・コストミニマム
P2Gシステムの設計手法

 材料メーカー
•材料評価法
•高度分析支援

 電解槽メーカー
•材料評価法
•電解槽設計支援

 システム開発
•システム設計支援

産業育成



NDA1

• 技術情報提供
(各企業で活用)

• 技術情報に関するフィードバック

NDA1+2

• 共同実施者
• 双方向の技術情報提供
• 知財の共願

企業等の開発支援
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知財合意：協力企業との関係を包括

• 高度解析
• 劣化解析
• 要素試験
法開発

企業1

企業2

企業2

企業3

PJ内で測定法+新材料

企業と挙動で開発

NEDOプロの横連携

標準化の基盤としてNDA1, 産業界との知財創生の基盤としてNDA2を
設定したプラットフォームで技術情報管理



研究開発スケジュール

2018 2019 2020 2021 2022 2023～2027

A. アルカリ水電解及び固体高分
子形水電解槽内の物質移動現象
の把握と構成材料評価基盤技術
の開発
(横浜国立大学)

B. 固体高分子形水電解触媒の活
性・加速評価法開発とそのための
劣化要因の解明
(産業技術総合研究所)

C. アルカリ水電解及び固体高分
子形水電解電極性能・劣化機構
／物質移送解明のための高度解
析技術開発
(京都大学)

D. アルカリ水電解用電極触媒の
活性評価法開発
(大阪府立大学)

E．再エネ出力変動に対応可能な
水素製造システムモデルの開発
(東北大学金属材料研究所)

F. 高度解析による劣化機構解析
手法の開発
(立命館)

G. 小型電解槽を用いた評価試験
法の開発
(デノラ・ペルメレック株式会社)
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●：基本技術確立▲：基本原理確認
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新材料開発・開
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P2G実証機
設計支援


